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論文審査の要旨

本論文は，インド・西ベンガル州での村落調査に基づ

いて，女神信仰と村落寺院の関係を祭紀組織を通して研

究し，ヒンドゥー社会の多様な側面を明らかにした。調

査地は，ブラフマン（バラモン）から不可触民までを含

む，１８のカースト集団から構成される村落である。筆者

は，インドに通算で５年間滞在し，そのうちの１９９４年

２月より１９９５年５月までの１年４カ月の間，この村落

に住み込んで調査を実施し，家庭・親族・カースト・村

落の祭紀を，地域のヒンドゥー王権との関わりを含め

て，総合的に検討した。極めて多岐にわたる村落での調

査資料を，社会階層の関係性に焦点を合わせて，相互に

関連付けて考察した点に，大きな特徴があると言える。

論文は全４部からなる。構成は調査地の社会構成に従っ

て，第１部は村落，第２部は王権とジョガッダ女神，第

３部はリネージやカーストの多様な女神，第４部は家庭

の祭紀を論じ，女神信仰を基軸として，多様な角度から

村落社会の在り方を明らかにした。構成は以下の通りで

ある。

序論

第１部村落の概況

第１章ベンガル農村社会の歴史的背景

第２章調査村の社会的背景

第３章調査村の歴史的背景

第２部ヒンドゥー王権と女神

第１章ジョガッダ女神寺院の祭紀組織

第２章ジョガッダ女神寺院の年中行事

第３章ジョガッダ女神寺院の儀礼

第４章ジョガッダ女神祭iiiBと村落

第３部村落社会と女神

第１章寺院祭紀と村落祭iiiＢ

第２章ドゥルガ女神祭紀

第３章モノシャ女神祭祁

第４章農耕儀礼

第４部家庭祭紀と女神

第１章ベンガルのブロト儀礼

第２章調査村におけるブロト儀礼

第３章ショスティ女神のブロト儀礼

第４章少女によるブロト儀礼

第５章ラクシュミー女神のブロト儀礼

第６章その他のブロト儀礼

第７章ブロト儀礼と女性

結諭

付録ブロト物語のテキスト

序論はベンガルの農村に関する人類学的研究を概観

し，研究上の問題点を指摘して，本論文の意図を明確に

する。目標は体系的な民俗誌の構築による多様な論点の

統一的理解への方向である。最初に，ベンガル地方に関

する民俗誌のうち，植民地下のイギリス行政官の地域研

究と，成立期の人類学の研究を，研究対象と方法論の偏

りを指摘した上で，批判的に検討する。これと平行して，

イギリス社会人類学を移入して発展したカルカッタを中

心としたインドでの人類学の形成を概観し，機能主義が

導入されて，その後の研究を規定していく経緯が述べら

れる。１９５０年代以降は，シュリニヴァス(Srinivas)や

マリオット(Marriot)の大伝統と小伝統，サンスクリッ

ト化などの概念による構造・機能論的インド理解が，次

第にデュモン(Dumont)の浄一不浄による階層化や宗教

性の卓越性という構造主義的見解にとって代わられ，大

きく展開したことを指摘する。構造主義の革新性と問題

点が検討されたが，この視点を導入した上で，ベンガル

社会を地道な資料を積み重ねて理解するような人類学的

成果はあまり多くないという。１９８０年代以降の文化人

類学では，ポスト・デュモン的枠組みとして，ブラフマ

ン司祭のカースト内での位置付けの再検討，現世放棄者

とヒンドゥー王権論への着目が挙げられ，本論文では，

特に王権論について，村落での詳細な調査に基づき，女

神信仰を中核にして，王権と社会が相互に結び付けられ

ていく重層的な過程を考察したと述べる。これは，従来



のデュモンの議論に典型的に見られる全体論的な分析枠

組みの限界を克服する試みでもある。

以上の見解を通して，村落の多様な社会組織に注目

し，女神信仰と王権の関係を体系的に示し，それを通時

的に記述すると共に，共時的に分析するという本論文を

貫く二つの大きな問題意識が明確になる。これは，具体

的なベンガルの農村の事例を通して，近年の人類学的研

究の様々な問題を克服する方法を考えるという，記述と

理論の統合を図るきわめて野心的な試みと言える。この

課題の達成のために，調査地のボルドマン県キログラム

村は，西ベンガル地方の数多い村落の中から，時間をか

けて極めて'慎重に選択された。ここでは広域的な民俗資

料に基づいてこの村落を選択した理由が述べられ，村落

の歴史的背景を概観し，王権と結びつく女神の聖地

(sαﾉｂｍｐ"hα)であることが明らかにされる。そして，イ

ンド亜大陸全域に分布する女神の聖地の性格と，ベンガ

ルで中世後期以降に展開した女神の聖地の検討を交え

て，調査地の村落をインド社会全体の中に位置付けた。

第１部では，村落の概況が明らかにされ，社会構成を

主体に基礎構造が検討される。第１章では，ベンガル地

方のカーストの歴史的形成が検討された。プラーナと呼

ばれる古典篇の記述を通して，セーナ朝でクリン体制と

いう独自のカースト組織が生成され，歴史的経緯の中で

このような身分体系が,「カースト」と呼ばれる社会体制

に再編成されてゆく過程が検討された。特に，イギリス

行政官の手で植民地統治の社会的枠組みとして，カース

トが統治体制の一部に組みこまれ固定化されていく過程

と，人種的形質による分類などを通して新たな認識の枠

組みが与えられて行く過程が指摘されている。今日

｢カースト制度」として一括して認識されている社会組

織が，「不変の身分制度」ではなく，長い歴史の中で，と

りわけ植民地統治の過程で徐々に形成されてきたことが

明示された。第２章では，調沓地の社会的背景を歴史文

献の検討も交えて論じ，現在の社会組織の生成過程を，

村落社会を構成する１８のカーストのそれぞれについて

個別に検討している。カーストの歴史的形成を踏まえる

ことで，ブラフマン内部の階屑性や，ベンガル・クシャ

トリヤの問題，低カースト内の階層の発生など，カース

トの複雑な成り立ちが明確になった。第３章では，村落

の女神寺院を通したヒンドゥー王権との関わりが，歴史

を遡って詳細に検討され，寺院の構成や寺院付の宗教施

設の概要も，社会組織の変化の実態を踏まえて合わせて

検討された。最後に，村落内での特別な女神の禁忌を，

農耕儀礼や豊鏡性の観念，セクシュアリティーの観念に
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結び付けて分析している。以上の考察により，女神の聖

地という村落の宗教的背最を支える社会と歴史の在り方

が明確になった。

第２部では，調査地最大の年中行事である，ジョガッ

ダ女神寺院の祭紀における組織の構成を考察して王権と

の関連を明らかにした“寺院は村落内のカーストや地縁

を儀礼的役職に組み込んで，村落の幾つかの社会組織の

要をなしており，民衆と王権の連続的繋がりがよくわか

る。第１章では，中世後期に成立したボルドマン王権と

調査地との関係を，イギリス植民地期の土地台帳の史料

と，現在観察される儀礼資料とを対比して論じている。

特に，女神寺院と王権との結び付きは，寺院に寄進され

た免税地の配分に現れるとし，特に「チャクラン地」と

呼ばれる，村落の様々な職能カーストに配分された免税

地の配分に注目して，祭紀や土地を通した村落・ヒン

ドゥー王権・女神の相互関係が明らかになった。第２章

では，年間を通した女神寺院における祭jiiBの櫛成の儀礼

過程が検討され，日常的な儀礼に関わる祭紀組織の構成

と，供犠の構成が王権によって寄進された供物などの資

料を通じて検討している。第３章では，寺院での最大の

祭紀，夏のポイシャク月の大祭の儀礼過程の分析で，大

量の供犠があり，ヒンドゥー王権と村落の祭紀組織との

強い結びつきが指摘された。第４章では，以上の歴史

的・儀礼的な資料に基づいて，寺院の儀礼の特徴をまと

めて示し，それがカーストの統合の契機となり，王権と

村落は下からの動きによっても結び付くことを明らかに

した。新たに明らかにされた知見は，以下の三点である。

①ボルドマン王権は，村落社会の支配カーストとの間で

ザミンダール・ライオット関係として法的に承認される

借地人関係に置かれていたが，同時に，それは様々な儀

礼的結びつきをも伴うものであった。②その儀礼的な結

びつきは，王権に大きく規疋された儀礼の形態として，

(a)儀礼的な役割の配分，（b)儀礼的な時間の掌握，（c)イ

ニシエーションの強調の三つの特徴を持っていた。③ヒ

ンドゥー王権は，在地社会の階層の延長によってその至

上性が保証されるのではなく，それらを超越した次元で

の供儀の実践によって，自らの正統性が打ち立てられ

る。筆者は，供犠の実践が社会の階層性を生成するとい

うホカート（Hocart)モデルを援用し，王権と在地社会

との関係を理解するための王による超越的な役割配分と

いう解釈モデルを提示する。ボルドマン王権は，ヒン

ドゥー教徒のみでなく，モスクやムスリム聖者(〆γ)へ

の土地賜与を行なっていたが，このような王の役割配分

の機能は，領内のムスリム社会にも適用可能であること
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が指摘された。これらの資料の分析によって，村落祭紀

への儀礼的実践を通した王権の介入が，深くベンガルの

村落社会の社会生活にも及んでいたことが明らかにされ

た。これは，ベンガル社会のヒンドゥー王権と地域社会

との関わりを理解するための，極めて貴重な知見を与え

るものと言える。

第３部では，村落の社会表象の中心である女神寺院と

対比する形で，村落内の多様な儀礼組織の特徴を考察し

ている。これによって王権と結び付く女神と，その周辺

で信仰される民俗神とが，祭紀組織の構成を通して対比

的に把握された。分析の焦点は,村落全体の祭紀よりも，

村落のリネージ，カースト，パラ（集落)，世帯，家庭な

ど様々の社会レベルによって支えられる個別の祭紀にあ

る。第１章では，村落の祭紀を通年で列挙し，ベンガル

の民衆祭紀であるカリ女神，ジョゴダットリ女神，カル

ティックの供養（プジャ）などを挙げ，独立後にパトロ

ン関係が再編成されて女神祭紀が再構成された経緯が検

討された。第２章では，ドゥルガ女神を取り上げて，村

落寺院の祭紀組織が，いかにして村落内でのパラの祭紀

組織を組込むかを検討する。村落クシャトリヤの各リ

ネージが組織する，「ショロ・アナ・プジャ」という自立

的で継続的な女神祭祁のシステムも合わせて分析され

た。これによって，村落全体に関わる寺院の儀礼とリ

ネージ祭紀との密接な関係性や，各リネージのドゥルガ

女神祭紀が村落祭紀の儀礼体系へ組込まれる過程が明ら

かにされた。このような祭紀組織の形成過程の分析は，

筆者が慶膳義塾大学に提出した修士論文で検討したドゥ

ルガ女神を主体とする都市祭礼，特にコミュニティ祭紀

研究の延長上に位置付けられ，これまでの祭iiiB組織研究

の深化を伺わせる。第３章では，ベンガル暦の雨季から

雨季明けにかけて，不可触民であるバグディ司祭が組織

する蛇の女神であるモノシャ女神祭紀が検討される。こ

の女神にも，ボルドマン王権の寄進による土地や寺院が

あり，役職に基づく寺院への関与の存立基盤は王権に求

められる。モノシャ祭紀は，低カーストの主宰する祭紀

であると同時に，王権とも密接なつながりを持つ。ここ

ではブラフマン司祭と不可触民との儀礼的な地位の「転

倒」が見られ，日常的なカースト的関係が，王権による

祭紀への介入を通して，儀礼的な逆転を見せる事例とし

ても，非常に興味深い。第４章は，従来は取り上げられ

ることの少なかった農耕儀礼の複合的様相が論じられ

て，農耕サイクルとの密接な関連が指摘された。村落の

儀礼では，豊鏡性の観念と連関した多様な象徴が生成さ

れ，それが複合して村落の農耕サイクルと結びついてい

る。象徴やイデオロギーではなく，儀礼を具体的な農作

業と結び付けて理解する視点の重要性が示された。

第４部では，ベンガルのブロト儀礼を中心とした家庭

祭紀の問題を扱っている。ブロト儀礼は女性が断食をし

て歌をうたい，大地に鮮やかな文様を描いて女神を肥る

など多様な内容を持つ。最初に，多くの先行研究を検討

して，ベンガル人研究者のブロト儀礼論を，文化史的観

点と社会学的観点の二つに分類し，「古代的」「土着的」

な要素の残存として原初に遡る観点に批判を加えてい

る。次に，１９８０年代以降の文化人類学がジェンダー論

と関わってきた状況を見て，ブロト儀礼のイデオロギー

性を強調するデュベ(Dube)と，女性による主体的な儀

礼の実践体系と見るワドゥリー(Wadley)の議論を対比

的に検討した。また，研究を綜合したピアソン(Pear‐

so､)が，ブロトを女性に求められる行為規範を示す儀礼

とし，女性の内的充足と禁欲修行の双方に関わるという

主張を検討した。問題点としては，農村での具体的なブ

ロト儀礼の詳細な検討が従来の研究では欠けていること

を強調している。第２章では，このような観点から，ブ

ロト儀礼を村落で徹底して調査し，体系的な民俗誌的記

述を作り，従来のブロト儀礼論を再検討している。ブロ

ト儀礼の通年のサイクルの実践と，民間に流布する儀礼

テキストの記述を対照し，村落のプロト儀礼を，①ショ

スティ女神のブロト，②ラクシュミー女神のブロト，③

少女の儀礼のブロト，④その他のブロトに分類して検討

した。特に，女性が赤い紐を腕に巻きつけるビポッタリ

ニ・ブロトを事例に取り上げ，担い手の社会的位置付け

や，これを支える集団の相互作用を論じて，社会学的観

点の重要性を強調する。第３章では，子供の出産に関わ

るショスティ女神に関わるブロト儀礼を論じている。こ

こでも通年サイクルから把握する観点を入れて，年間を

通した六種類のショスティ儀礼を取り上げ，これを支え

る社会組織の特色を検討した。第４章は，少女に関わる

ブロト儀礼を取り上げ，プンニプクル，シブ，ジョムプ

クル，セジュティ，トゥショラ，シヴァラトリの六種の

ブロトに整理して分析した。第５章では，ラクシュミー

女神のブロト儀礼が検討され，年間四回のロッキー・ブ

ロトという既婚女性の儀礼を，一連の複合体として取り

上げた。第６章は，チョンディ女神，ショドバ（既婚女

性)，ビドワ（寡婦）のブロト儀礼に整理して考察してい

る。第７章では，ブロト儀礼の調査資料を通して，儀礼

の意味を社会組織との関連で検討した。特に，ショス

ティ女神のブロト儀礼では，「ジャジマニ・プロヒトニ

関係」と名付けられた女性によって構築されるパトロ



ン・クライアント関係や，女性が構築する階層関係が見

られるという指摘は新しい見解である。また，「少女の雨

乞い」などの誓願儀礼は，実際には一定の年齢に達した

少女による規範的な儀礼であり，女性のライフサイクル

の中でも社会化に関わる通過儀礼であることが指摘され

た。ブロト儀礼は，少女，思春期，娘，既婚女'性，寡婦

など女性の各年齢|曽に求められた儀礼の実践体系を構成

する一連の儀礼複合として把握されている。これらの分

析は，ブロト儀礼が，ジェンダーの社会的構成としてそ

の役割を継続していることの指摘であり，この見解は，

従来の研究を越えた包括的な儀礼理解の試みである。本

論文は，多様な記述と考察を含み込みながらも，統一的

な視野の下での理解が試みられている。

本論文は，民族誌の枠組を越えた記述と解釈の綜合化

の試みとして評価できるが，その貢献は人類学と歴史学

の双方に関わる。最初に，人類学の観点から整理すると

以下のようになる。

第一は，ベンガル語を駆使した詳細な現地での事例研

究に基づいて，村落の様々な儀礼と社会との関係性を，

体系的に一つの視野の下に描き出し，考察を加えたこと

である。資料は，巾1廿のｆ権から村の少女の儀礼まで多

様であるが，従来は個別に論じられていた問題を，村落

の女神祭iiEを結節点とし，そこに集積される村落の様々

な儀礼と社会の関係性を読み解くことで，体系的な分析

を可能にしたと言える。単一村落の特定期間の調査資料

に基づくことで，カーストや階屑，｜廿帯ごとの多様性を，

相互に密接に連関した複合的なネットワークとして描き

出し，その生活世界の広がりを明らかにしている。

第二は，儀礼の実践体系の多元的構成を明らかにした

ことである。調査地の人々が王権の祭紀に関わりなが

ら，同時にカーストやリネージの祭紀，さらには家庭内

の祭iiiBに関わるという複合性に注目し，儀礼の実践体系

では，その行為規範が各レヴェルで緊密に構成されつつ

も，同時に相互に影響を及ぼし，対立や葛藤の契機を含

み込みながら，全体としては統合的な宗教性と社会性を

維持している状況を明らかにしている。儀礼実践の中核

には，ジョガッダ女神の祭iiiB組織が間かれており，最終

的には，女神信仰の理解，それと密接に関連する王権の

あり方がベンガル社会を理解する原点にあることが浮き

彫りにされた。

第三は，王権を中心とした儀礼と権力の分析に歴史的

観点が導入されて，研究に時間の深みが加えられたこと

である。イギリス植民地時代の土地資料を積極的に活用

し，ベンガルの歴史を遡って考察し，土地制度に根ざし

９１

た社会の存立基盤を明確にした上で，女神信仰を支える

儀礼組織との強い結び付きを具体的に明らかにした。特

に，生産システムの変化が，儀礼組織の生成を規定し，

王権がこれを巧みに統御しつつも，在地社会からの諸要

因によって変形を被るという動態的分析が提示されるな

ど，新資料を使っての村落と王権のせめぎあいの検討

は，きわめて独創的である．王権と在地社会が，共に植

民地下に大きく変化した状況にもよく目配りがされてい

る。従来の王権の共時的な儀礼分析に，歴史的観点を導

入した政治・社会の変動の変化が加えられ，権力に関す

る深い把握が試みられた。

第四は，従来は総合的な検討が加えられてこなかった

家庭祭紀の研究を大きく前進させたことが挙げられよ

う。女性の儀礼実践であるブロト儀礼を通して，女性た

ちが独自に構築していく社会関係の諸相を描き，世帯内

のジェンダーの構成が，女性の社会化過程や村落寺院の

祭紀組織との関わりのもとで形成されていく様相が明ら

かにされている。これによって，女神信仰が王権から村

落，更に家庭までも一質して精神的基盤をなしているこ

とが明確になった｡また，近年では，女性の自立化に関

する議論が盛んに行なわれているが，こうした文献に記

録されてこなかった資料をどのように位置付け，在地の

視点をいかにとりいれるかが課題であることが，改めて

明らかにされたとも言えよう。

第五は，全体として本論文はベンガル農村の生活世界

を眺望する体系的な民俗誌の記述をとりながら，王権や

カースト，親族，ジェンダーなどの南アジア人類学の古

典的課題から今日的な問題までを考察する野心的な試み

として評価できる。このような体系的な村落の分析によ

る幅広い考察は，蓄積の厚い南アジアの人類学的研究の

中でもほとんど類例がなく，地域研究の上でも新たな方

法論と分析視角を提示し，従来の研究に見られない新た

な試みとして評価できる。

一方，歴史学の観点からは，以下の点を評価すべき点

として指摘出来る。

第一は，人類学だけでなく，ベンガル研究一般の成果

に適切な目配りをしていることである。特に，第２部第

１章では，ジョガッダ女神寺院の祭肥組織は，祭祁への

奉仕義務と，それを可能にする王権から与えられた土地

の相続権がセットになって継承されていく独自のシステ

ムが祭祁組織を安定させたことを，植民地時代の土地文

書の分析を通じて明らかにした。所有の現状分析を越え

て歴史的に遡る研究は，日本におけるベンガル研究の最

良の部分である土地制度史の成果を継承し，更に発展さ



9２

せたと言えよう。1970年代から８０年代のベンガルでの

歴史学の成果を，人類学の領域によく移し代えていると

言える。

第二は，村落と王権の問題についてで，１９６０年代以

降のインドの人類学に大きな影響力を及ぼしたデュモン

の社会論を批判する意図があるが，別の見方をすれば，

本論文の研究成果は，現在，南アジア歴史学で大きな潮

流をなすサバルタン研究に重大な一石を投じたことにあ

る。従来の研究は，エリートとサバルタンは断絶し平行

した政治領域を形成するという前提に立っていたが，こ

れはサパルタンの領域があまりにないがしろにされてい

るということにのみ意味のあることであって，多分に問

題性を含んでいる。本研究はエリートとサパルタンの各

領域の関係を具体的かつ詳細に描き出すことによって，

新たな問題提起を行ない，人類学の枠を越えて検討され

るべき課題を提示したと言える。

本論文の特色は，民俗誌の記述でありながら，体系性

を持ち，各所で解釈が巧みに組み合わせられている点に

ある。これは，明確な理論的見通しをもって慎重に調査

地を選定し，徹底的に調査することで可能になったとも

言える。この村落には女神の聖地（シャクト・ビート）

としての寺院があり，村落の多様な相互関係を結び付け

る結節点として機能しているという点が，論文の性格を

規定している。これは長所でもあるが，調査地の特殊性

や地域的特色をベンガル全体に押し広げて考えることに

は若干の蹟跨がある。また，単一村落での徹底した調査

による考察としての意義は大きいが，特定の地域社会を

やや完結的に描き過ぎることも問題点かもしれない。他

の地域との比較による差異を考慮すれば，歴史的変化や

植民地化の影響の差異がより明確に浮き彫りにされ，急

速に進む社会変動の影響の考察が付加されてより現代的

な民俗誌的研究になった可能性もある。

研究の焦点は，極めて正統的な人類学の手法による儀

礼の分析にあり，それを社会組織の側から考察するとい

う観点をとっていることから，現代の人類学の焦点と

なっている儀礼のイデオロギー性や実践共同体の研究か

ら見ると，やや保守的な側而もある◎現代の状況を幅広

く取り込んだ考察は今後の課題となるであろう。また，

分析手法は，時には従来の人類学理論の適用による強引

な論証もあり，現地の概念や文脈に即して地元の側から

生成されてくるような考察が加えられれば説得力を増し

たであろうと思われる事例研究も見受けられた。この点

についてはベンガル語の能力を今後の研究に生かしてい

くことを期待したい。確かに，調査資料の蓄積は膨大で

あり，筆者の考察のようにある程度一貫性を持たせた解

釈をしないと，資料の海に溺れてしまうとも言える。筆

者はこの点について十分に自覚しており，多元的解釈の

可能性を残すことを今後の課題として提示している。

最後に，ベンガル語の音写についてであるが，若干の

問題点があり，鼻音記号の表記の揺れや，長音の表記に

一貫性がないなどやや不統一の感があるが，これは筆者

の問題というよりも口語と文語の差異，表記法の未整備

など，今後の異文化記述の課題かもしれない。

いずれにしても，本論文では，特定村落における儀礼

の実践体系を総体として描き出す意図は十分に実現さ

れ，その学術的価値は高い。特に，ベンガル語を駆使し

た厚みのある記述と解釈は，日本のベンガル研究ではこ

れまでにない業績である。豊富な資料と一貫した方法論

によって貫かれた本研究は，細かい点では問題を残すと

しても，全体としてはそのスケール・理論的展開・総合

性からいって極めて大きな学術的貢献であると言える。

上記の審査の結果により，筆者は本論文によって博士

(社会学）の学位を受けるに値するものと認められる。

社会学博士（平成１２年１０月１１日）
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論文審査の要旨

本論文は，葬儀が様々な位相における死を総合的に処

理する装置であるという観点から，現代の日本の伝統的

な葬儀と現代の葬儀を比較・対照し，その変化の過程を

考察して，これに伴う死生観の変容を明らかにすること

を目的としている。前半部では新潟県佐渡と和歌山県古

座という地域社会において，伝統的な葬儀がどのように


